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　臨床美術，発達支援プログラム，脳機能解析，造形表現，アートセラピー，
　幼児教育・保育，ウェルビーイング，認知症ケア

発達支援プログラムとしての美術表現活動の確立へ向けた
脳内ネットワークの解析

研究内容

　美術創作活動が脳機能にどのような影響を与えるか，

機能的近赤外分光器（fNIRS）を用いて前頭前野のヘモ

グロビン濃度の変化を測定した結果，成人を対象とし

た群間比較では視覚再現的課題において美術習熟度の

影響が大きいことが認められました．

　また，定型発達児群が発達障がい児群よりも，視覚

再現的課題において有意に賦活されることや，経時的

な Oxy-Hb 濃度上昇のピークが速いことも示唆されま

した．

　このことによって，子どもの特性に応じた発達支援

としての課題選定の工夫や設定時間に考慮することが

重要であることが分かり，臨床美術を活用した有効的

なアートプログラムの開発に取り組んでいます．
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社会連携・産学連携の可能性

　発達支援や障がい児支援，幼児教育・保育，更には生涯教育，認知症ケア・予防としての臨床美術実践やアートプ

ログラム開発に関わる社会連携や共同研究の展開が期待されます．
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定型発達児群と発達障がい児群では描画課題中の前頭前野活
性に差が認められた．

ネガポジを意識する課題や，抽象を立体に展開する臨床美術
の工夫に取り組んでいる．
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本研究結果からの臨床美術アートプログラムの提案

観察画課題として，周囲
の空間から描いていくネ
アポジ画のアプローチ

「⼈参のネガポジ画」

「アムハムブラの思い出」

「観察画」

「構成画」

抽象表現として，⾳楽からイ
メージして⾃由な⾊彩と形の
表現を構成していく課題


